
秋空へ、連の想いを乗せて～朝比奈大龍勢～
10月15日、岡部町殿地区で朝比奈大龍勢を開催。朝比奈川流域の地域ごとに結成された、
13の「連」により打ち上げられる龍勢に、観衆から大きな歓声と拍手が送られました。
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市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
で
快
適
な
ハ
イ

キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
定
期
的

に
山
に
入
り
、
コ
ー
ス
の
点
検
を
し
て
く
れ

て
い
る
団
体
が
、
市
内
に
は
複
数
あ
り
ま
す
。

自
ら
も
山
歩
き
を
楽
し
み
な
が
ら
、
コ
ー
ス

上
に
落
石
や
倒
木
が
な
い
か
と
い
っ
た
点
検

を
行
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

よ
っ
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
安
全
は
守

ら
れ
て
い
ま
す
。

山
を
愛
す
る
人
々
に
支
え
ら
れ
た
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
出
掛
け
て
、
素
晴
ら
し
い

眺
望
と
大
自
然
の
魅
力
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

快
適
な
山
歩
き
を
支
え
る

ハ
イ
キ
ン
グ
愛
好
団
体

～ LET'S　地元でハイキング～
高根山
871ｍ
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岡
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焼
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東
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峠
檜
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B 宇嶺の滝

C 鼻崎の大杉

特集  ふじえだの山がアツイ！～ LET'S　地元でハイキング～

ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
安

全
に
配
慮
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

天
気
の
変
わ
り
や
す
い
山
で
は
、
例
え
快
晴

で
あ
っ
て
も
雨
が
っ
ぱ
は
必
ず
持
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は

日
の
入
り
が
早
く
、
山
の
中
は
す
ぐ
に
暗
く

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
懐
中
電
灯
も
あ
る
と

安
心
で
す
。

歩
く
と
き
は
急
が
ず
、
小
股
で
。
無
理

を
せ
ず
適
度
に
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

運
動
し
た
後
、
抜
群
の
景
色
と
空
気
の

中
で
食
べ
る
お
弁
当
は
最
高
で
す
。
計
画
に

は
余
裕
を
持
ち
、
安
全
な
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

ハ
イ
キ
ン
グ
は
急
が
ず
、
小
股
で山

やま

登
とん

歩
ぼ

の会  会長
梅澤 武夫 さん

清水山コース
　アップダウンが緩やかで、歩

き慣れていない人でも歩きやす

いのがこのコースの特長です。

所要時間は２時間30分程度。農

業用タンク横からの美しい景色

や、蓮華寺池公園の四季折々の
植物を、ぜひ、

楽しんでくだ

さい。

自然豊かな山の中を歩くハイキング。さまざまな植物に囲まれた森の中は、心地の良い香りや鳥のさえず
りで満たされ、気持ちを安らかにしてくれます。忙しい日常から離れ、山へ出掛けてみませんか。

問商業観光課　☎６４３・３０７８

C鼻崎の大杉

B宇嶺の滝
う  とうげ

A芋穴所のマルカシ

F金比羅山緑地

E白藤の滝

Dつたの細道公園

梅澤さんの
イチオシコース

　市内のハイキングコースを紹介します。

ふじえだハイキング
コース広域マップ

※コースの一部を含んだ森林整備を
行うため、高根山ハイキングコー
スの一部が、２月末まで通行止
めとなります。

ふじえだの山がアツイ！

市
内
に
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
、

「
ふ
じ
え
だ
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
」

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ

ド
は
、
絵
本
風

の
か
わ
い
い
イ

ラ
ス
ト
が
目
印
。

１
時
間
以
内
で

歩
け
る
初
心
者

向
け
の
コ
ー
ス

か
ら
、
本
格
的

な
山
登
り
が
楽

し
め
る
上
級
者

向
け
の
コ
ー
ス

皆
さ
ん
は
、
市
内
に
20
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
滝

や
神
社
、
城
跡
な
ど
を
巡
る
コ
ー
ス
が
あ
り
、

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
市
内
の
名
所
を
訪

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歩
く
こ
と
は
、
健
康
へ
の
第
一
歩
。
ハ

イ
キ
ン
グ
に
出
掛
け
れ
ば
、
美
し
い
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
、
気
軽
に
健
康
づ
く
り
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
内
の
名
所
を
訪
ね
る

20
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

山
歩
き
の
お
供
に

ふ
じ
え
だ
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
ガ
イ
ド

ま
で
、
レ
ベ
ル
別
に
コ
ー
ス
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
距
離
や
所
要
時
間
も
載
っ
て
い
る
の

で
、
歩
く
コ
ー
ス
を
選
ぶ
と
き
の
目
安
に
な

り
ま
す
。
持
ち
運
び
や
す
い
Ａ
５
サ
イ
ズ
で
、

ハ
イ
キ
ン
グ
の
お
供
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

各
コ
ー
ス
に
つ
け
ら
れ
た
物
語
風
の
フ

レ
ー
ズ
を
読
み
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
会

い
に
思
い
を
は
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

※
ふ
じ
え
だ
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
は
、

商
業
観
光
課
、
市
観
光
協
会
、
岡
部
総

合
案
内
所
で
配
布
し
て
い
る
他
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
ふ
じ
え
だ
ト
リ
ッ
プ
」
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

いも　あな   ど
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藤
枝
山
岳
会
オ
ス
ス
メ
！ 

本
格
的
登
山
が
楽
し
め
る
　

　
　
　
高
尾
山
×
笠
張
山
コ
ー
ス

蔵田バス停（大久保上滝沢線）
付近の茶工場近くから、看板を
目印に登山道を登っていきます。

　
市
内
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
中
か
ら
、
藤
枝
山
岳
会
の
塩
澤
寿
雄
さ
ん
の
案
内
で
、
藤
枝
市
北
西
部
に
あ
る
二
つ
の
山

「
高
尾
山
」
と
「
笠か

さ

張は
り

山や
ま

」
を
巡
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
本
格
的
な
登
山
気
分
が
味
わ
え
る
こ
の
コ
ー
ス
で
、

森
林
浴
や
鳥
の
さ
え
ず
り
と
と
も
に
、
絶
好
の
眺
望
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

本格的な山道を歩き、高尾山
の頂上に到達。素晴らしい景
色が待っています。

山道にはこんな大きなキノコも。
種類の分からないキノコは、む
やみに食べてはいけません。

背の高い木の中を歩いて行きま
す。山の中はとても静か。落ち
葉を踏みしめる音が響きます。

降り積もった落ち葉や濡れた木
の根は大変滑ります。下りは特
に、気を付けて歩きましょう。

ゴールには、滝ノ谷
不動峡が待っていま
す。新緑、紅葉の
シーズンには多くの
人が訪れる不動峡で
は、川のせせらぎと、
岩肌に掘られた迫力
ある磨

ま

崖
がい

仏
ぶつ

が楽しめ
ます。

張山から滝ノ谷不動峡方面へ。
石碑の広場を通り、バラの道下
山口から下っていきます。

分かれ道では、看板やふじえだ
ハイキングコースガイドを確認
してから、進みましょう。

笠張山山頂に到達。深い森の中
から太陽の光が降り注ぐ山頂に
出ると、達成感もひとしおです。 蔵田バス停

高尾山山頂

笠張山山頂

石碑の広場

バラの道下山口

滝ノ谷不動峡

コース概略

↓

↓

↓

↓

↓

足下に目を移すと、木
が伐採された跡が。山
岳会の皆さんが、景色
を楽しんでもらおうと、
10人がかりで整備し
たものです。

安全で楽しい
ハイキングの
ために守ろう

・事前に気象条件を調べる

・野生動物にむやみに近づ
かない

・無理のない計画を立てる

・ゴミは必ず持ち帰る

　今回紹介した「高尾山×笠張山コース」を、藤枝山岳
会の案内で実際に歩いてみませんか。
▶対象／小学生以上　▶とき／11月27日㈰午前７時～	
午後２時（小雨決行）　▶集合場所／ＪＲ藤枝駅北口　▶定 
員／27人（申込順）　▶参加料／５００円　▶持ち物／弁	
当、水筒、ピクニックシート　▶申し込み／11月11日㈮～	
22日㈫に、電話またはＥメールで商業観光課へ
	 ☎643･3078　 sho-kan@city.fujieda.shizuoka.jp
※当日開催している「滝ノ谷不動峡もみじまつり」会場
がゴールとなり、そこで解散となります。

藤枝山岳会 会長 
浅井 徹 さん

身
近
な
場
所
に
美
し
い
景
色

　
　
体
力
に
合
わ
せ
て
楽
し
ん
で

今
回
紹
介
し
た
「
高
尾
山
×
笠
張
山
コ
ー

ス
」
は
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
私
た
ち
が
時
間
を
か
け
て
整
備
し
て
き

ま
し
た
。
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
山
頂
上
付
近
か
ら
の
眺
望
で
す
。
高
尾
山

の
山
頂
か
ら
は
市
内
で
一
番
高
い
高
根
山
が

見
え
、
笠
張
山
か
ら
は
、
天
気
の
い
い
日
に

は
海
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
り
が
少

し
大
変
な
コ
ー
ス
で
す
が
、
ぜ
ひ
、
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
で
あ
る

滝
ノ
谷
不
動
峡
の
紅
葉
も
、
大
変
見
応
え
が

あ
り
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
の
大
き
な
魅
力
は
、
一
緒

に
登
る
人
や
他
の
登
山
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
。
仲
間
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら

山
道
を
登
る
の
は
と
て
も
楽
し
く
、
身
近
な

場
所
で
思
い
掛
け
な
い
美
し
い
景
色
に
出
合

え
る
驚
き
も
あ
り
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
ガ
イ
ド
に
は
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ス
が
載
っ

て
い
る
の
で
、
気
持
ち
を
癒
や
し
て
く
れ
る

自
然
に
触
れ
、
体
力
に
合
わ
せ
て
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
ね
。

藤枝山岳会会員と巡る
「ハイキング講座」に参加しませんか

　一緒に山歩きをす
る中で交流し、楽し
く過ごす仲間を募集
します。
▶対象／20歳以上の	
人　▶活動日／月１・	
２回程度　▶会費／
月５００円　▶申し 
込み／電話で浅井宅
（☎643･5485）へ

藤枝山岳会　
会員募集

所要時間：約５時間
距離　　：約６㎞

特集  ふじえだの山がアツイ！～ LET'S　地元でハイキング～
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避難情報の種類と発令基準

「Jアラート」訓練を実施
　地震・武力攻撃などの災害時に、 
全国瞬時警報システム（J-ALERT） 
から送られてくる国からの緊急情
報の伝達試験を行います。

とき／11月29日㈫午前11時（予定）
【同報無線での放送】
　市内に設置してある同報無線か
ら次の内容を一斉放送します。
内容／同報無線チャイム＋「これ
　は、テストです」（３回）＋「こ
　ちらは広報ふじえだです」＋同
　報無線チャイム

【キックオフメールの配信】
　キックオフメールの同報無線放
送内容に登録している人に、緊急
情報の伝達試験であることをメー
ルで一斉送信します。

突
然
発
生
す
る
大
規
模
災
害
か
ら
大
切
な
命
や
地
域

を
守
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
互
い
に
助
け
合
え

る
地
域
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
12
月
４
日
は
「
地
域

防
災
の
日
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
地
域
に
お
け
る

防
災
対
策
に
つ
い
て
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

問
危
機
管
理
課　

☎
６
４
３
・
３
１
１
９

12
月
４
日
は
「
地
域
防
災
の
日
」

　
　
　 

地
域
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
「
地
域
防
災
の
日
」
の
12
月
４
日
に
は
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
突
発
的
に
発
生

し
た
こ
と
を
想
定
し
て
、
市
内
の
多
く
の

地
域
で
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
、
地
域
の
人
た

ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
地

域
の
防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
／
12
月
４
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

▼
メ
ー
ン
会
場
／
青
島
東
小
学
校　
　
　

▼
内
容
／
救
出
救
助
・
搬
送
訓
練
、
医
療

　

救
護
訓
練
な
ど

※
訓
練
は
、
自
主
防
災
会
ご
と
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
日
時
な
ど
詳
し
く
は
、
お
住

ま
い
の
地
区
の
自
主
防
災
会
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
規
模
な
災
害
に

立
ち
向
か
う
地
域
の
力

大
規
模
災
害
発
生
時
に
大
切
な

「
共
助
」
の
力

地
震
や
大
雨
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
際
は
、
同
時
に
多
く
の
地
域
で
被

害
が
出
る
た
め
、
消
防
や
警
察
な
ど
に
救

助
な
ど
を
依
存
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

周
り
に
負
傷
者
な
ど
が
い
る
場
合
、
助
け

を
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
手
遅
れ
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
大
切
な
の
が
、
地
域
で
助
け
合

う
「
共
助
」。
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
主
的

に
助
け
合
っ
て
行
動
す
る
こ
と
で
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域

の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
参
加
す
る
な

ど
、
災
害
時
に
す
べ
き
行
動
を
把
握
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大雨の際には避難情報にご注意ください
　問河川課　☎643･3516

　本市では、常時、市内の降雨状況を監視するなど、災害発生の恐れが高まった場合は、的確な避難情報を発令
できる体制を整えています。また、本市独自の防災気象情報や気象庁・県からの雨量・河川水位観測データを元
に、的確な避難情報の発令に努めています。
※大雨や台風の接近が夜遅くから未明にかけて予測される場合は、早めに避難情報を発令します。
【避難が困難な場合】
　避難場所へ避難する時間がない、移動が危険などという場合は、水害では自宅や隣接建物の２階などへ、土砂
災害では、周囲の建物より比較的高い鉄筋コンクリートなどの堅固な建物の２階以上で、斜面と反対側の部屋に
緊急的に避難するなどの行動をとりましょう。
【避難情報の伝達方法】
　避難情報が発令された際は、市ホームページや同報無線、消防車による広報、テレビ、ラジオ、自主防災会の
連絡網、藤枝市防災メール「キックオフメール」など、さまざまな方法で市民の皆さんに伝達します。

災害時避難行動要支援者登録台帳に
登録しましょう

問福祉政策課　☎643･3148

　災害時の避難に支援が必要な人は、避難行動要支援者登録台帳に登
録しましょう。

対象／高齢や障害などにより、災害時に自力での避難が困難な人
登録内容／住所・氏名・生年月日・電話番号・身体状況・緊急連絡先
など
申し込み／お住まいの地区の自主防災会長または町内会長へ

災
害
時
に
け
が
を
し
て
し
ま
っ
た
ら

災
害
が
発
生
し
、
け
が
を
し
た
場
合
や

け
が
人
を
発
見
し
た
場
合
は
、
近
く
の
病

院
に
行
っ
た
り
、
搬
送
し
た
り
す
る
の
で

は
な
く
、
市
内
12
カ
所
に
開
設
さ
れ
る
救

護
所
に
搬
送
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

救
護
所
で
処
置
が
で
き
な
い
よ
う
な
重

症
・
中
等
症
の
患
者
は
、
救
護
病
院
と
し

て
指
定
さ
れ
た
市
立
総
合
病
院
ま
た
は
藤

枝
平
成
記
念
病
院
に
搬
送
し
ま
す
。

※
救
護
所
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

災
害
救
護
と
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」

発
災
直
後
の
医
療
救
護
は
、「
一
人
で

も
多
く
の
人
の
命
を
助
け
、
防
ぐ
こ
と
の

で
き
る
死
を
防
ぐ
」
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
ま
す
。
今
、
一
番
処
置
が
必
要
な
人
を

見
つ
け
、
そ
の
人
か
ら
処
置
を
始
め
る
た

め
に
、
救
護
所
で
は
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
を

行
い
ま
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
患
者
の
状
態
を
見

な
が
ら
、
処
置
不
要
な
軽
症
者
や
救
命
不

可
能
な
人
と
救
命
可
能
な
人
が
一
目
で
分

か
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。「
ト
リ
ア
ー
ジ
・

タ
ッ
グ
」
と
い
う
札
が
患
者
の
手
首
な
ど

に
付
け
ら
れ
、
そ
の
色
に
よ
っ
て
優
先
順

避難情報の種類 市民の皆さんに求める避難行動
発令基準

水害 土砂災害

避難準備情報 避難の準備を開始してください。移動に時間を要す
る人は、避難行動を始めてください。

河川水位が「避難判断水位」
に達し、さらに水位上昇が
見込まれる場合

土砂災害の事前現象があり、
発生が予想される場合

避難勧告 被害が予想される地域に、避難を勧めるものです。
指定避難場所などへ避難行動を始めてください。

河川水位が「氾濫危険水位」
に達し、さらに水位上昇が
見込まれる場合

「土砂災害警戒情報」が発表
された場合

避難指示 避難勧告より強く避難を求めるものです。直ちに
避難行動を始めてください。

河川水位が「氾濫危険水位」
に達し、「計画高水位」に
達する恐れがある場合

土砂災害が発生する恐れが
非常に高まった場合

位
を
示
し
ま
す
。

大
切
な
人
が
後
回
し
に
さ
れ
、
応
急
処

置
も
さ
れ
ず
に
次
の
負
傷
者
に
移
っ
て
い

く
こ
と
は
受
け
入
れ
に
く
い
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
災
害
救
護
の
目
的

を
果
た
す
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
が
必
要
な
の
で
す
。

▲トリアージ・タッグ

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

大
規
模
な
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
事
前
の
対
策
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

災
害
が
発
生
し
て
か
ら
、
初
め
て
地
域
の

皆
さ
ん
と
連
携
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か

難
し
い
こ
と
で
す
。
い
つ
自
分
が
助
け
る

側
、
助
け
ら
れ
る
側
に
な
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
、
ご
近
所
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
連
帯
感
を
培
っ
て
お
く
こ
と

が
、
防
災
対
策
と
し
て
大
切
で
す
。
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● 

今
、里
親
が
求
め
ら
れ
て
い
る

　

児
童
虐
待
や
両
親
の
死
亡
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
で
家
庭
で
の
養
育
に
恵
ま
れ

な
い
子
ど
も
を
、
親
の
代
わ
り
に
家
庭
に

迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解

を
持
っ
て
育
て
る
人
が
「
里
親
」
で
す
。

　

子
ど
も
は
、
特
定
の
大
人
と
適
切
な
愛

着
関
係
が
築
け
な
い
と
自
信
が
持
て
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
低
下
し
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
反
社
会
的
な
行
動

を
取
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、
厚
生
労
働
省
が
定

め
た
「
里
親
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
、
養
育

に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
養
育
を
里

親
に
優
先
さ
せ
る
「
里
親
委
託
優
先
の
原

合
に
、
扶
養
義
務
者
が
里
親
と
し
て
の

認
定
を
受
け
て
養
育
す
る
里
親

・
養
子
縁
組
希
望
里
親
…
養
子
縁
組
で
養

親
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
里
親

則
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

里
親
の
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
養
育

に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
の
数
に
対
し
て
、

そ
の
数
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
。

り
、
子
ど
も
は
自
己
肯
定
感
を
育
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
人
と
の
適
切
な
関

係
の
築
き
方
を
学
び
、
地
域
社
会
の
中
で

社
会
性
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
里
親

に
な
る
に
は
、
特
別
な
資
格
は
不
要
で
す

が
、
県
が
実
施
す
る
研
修
を
修
了
す
る
こ

と
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い
こ
と
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
が
あ
り
ま
す
。
里

親
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
人
は
、
子

ど
も
家
庭
課
ま
た
は
中
央
児
童
相
談
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

里
親
に
な
る
に
は

　

里
親
は
、
子
ど
も
の
養
育
に
つ
い
て
の

理
解
と
熱
意
と
と
も
に
、
豊
か
な
愛
情
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
里
親

の
愛
情
を
受
け
養
育
さ
れ
る
こ
と
に
よ

● 

県
中
央
児
童
相
談
所
よ
り

　 

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

　

里
親
家
庭
で
生
活
す
る
子
ど
も
の
中
に

は
、
親
か
ら
の
虐
待
で
心
身
に
傷
を
負
っ

て
い
る
子
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
子
は
、

里
親
家
庭
と
い
う
安
心
で
き
る
環
境
で
の

生
活
が
始
ま
っ
て
も
、
大
人
の
顔
色
を
う

か
が
い
、
叱
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
さ
さ

い
な
失
敗
も
嘘
で
ご
ま
か
し
た
り
、
大
人

へ
の
不
信
感
や
怒
り
の
感
情
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
か
っ
た
り
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
子

ど
も
に
寄
り
添
い
、
安
心
で
き
る
生
活

や
適
切
な
養
育
者
の
モ
デ
ル
と
な
る
の

が
、
子
ど
も
へ
深
い
愛
情
を
持
つ
里
親
で

す
。
ま
た
、
里
親
で
な
く
て
も
、
地
域
で

里
親
・
里
子
を
理
解
し
、
手
を
差
し
伸
べ

る
こ
と
で
、
里
子
の
健
全
な
成
長
の
手
助

け
に
な
り
ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
が
明

る
い
未
来
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
、
あ

な
た
に
で
き
る
こ
と
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

虐
待
か
ら
子
ど
も
を
救
う「
里
親
」

～
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解
で
子
ど
も
を
育
て
ま
せ
ん
か
～

児
童
虐
待
件
数
が
年
々
増
加
し
、
家
庭
で
の
生
活
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
の
よ
う
な

子
ど
も
を
預
か
り
養
育
す
る
の
が
「
里
親
」
で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
た
め
に
、「
里
親
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。 

問
子
ど
も
家
庭
課　

☎
６
４
３
・
７
２
２
７

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

「
さ
し
の
べ
て
　
あ
な
た
の
そ
の
手
　
い
ち
は
や
く
」

オレンジリボンには、子ど

もの虐待を防止するという

メッセージが込められてい

ます。

0 20 40 60 80 100

里親と児童養護施設の割合（全国）の推移

平成26年度

平成24年度

平成20年度

平成14年度

83.5％16.5％

85.2％14.8％

89.5％10.5％

92.6％7.4％

■ 里親・ファミリーホーム　　■ 児童養護施設（乳児院含む）

● 

里
親
の
種
類

　

里
親
に
は
預
か
る
期
間
や
目
的
に
よ
り

４
種
類
あ
り
ま
す
。

・
養
育
里
親
…
実
親
の
元
で
暮
ら
せ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
、
ま
た
は
自
立
で
き
る

ま
で
子
ど
も
を
養
育
す
る
里
親

・
専
門
里
親
…
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
や

障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
、
経
験
と
専
門

知
識
を
生
か
し
て
養
育
す
る
里
親

・
親
族
里
親
…
子
ど
も
の
監
護
者
の
死
亡

や
行
方
不
明
な
ど
で
養
育
で
き
な
い
場

　里子が、大人の顔をうかがうなどの「お試し行動」を繰り返しな
がら生活して約２年。ふとした瞬間の「僕はここにいて幸せだ」と
いう里子の言葉に、私は胸が詰まりました。私は里子に「この家の
家族だからね」と、安心できるような言葉をかけ続けてきましたが、
傷ついた心の回復にかかる時間は計り知れないと思います。
　里親としての温かい関わりを積み重ねても、やはり里子のお試し
行動は表れます。より良い関わりを考えて児童精神科を受診したと
き、養育の経緯を話すと、医師は開口一番「間に合った。この子は
転落の人生を送るところだった。受診する子どもたちが、里親の皆
さんにどれだけ救われているか」と温かい言葉をかけてくれました。
うれしさと同時に、里親としての責任をより強く感じました。
　里親として、私たち夫婦で共通認識を持ち試行錯誤しながら、里
子の話す言葉を大切に聞くことを心掛けています。最近では、里子
から自らの不安や迷いをどうしたらいいか尋ねられます。自分のこ
とに問題意識を持つ言葉に驚きながら里子の話を聞いていると、さ
らには自分の希望まで話してくれるようになりました。実親にはこ
んな話なんてできなかったでしょう。思いを聞かせてくれる関係が
出来つつあることに喜びを覚えています。里親も里子と共に成長す
ることができるのだと感じました。

里子と共に成長し、育まれる愛情

●子ども家庭課　☎643･7227
　月曜～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

●県中央児童相談所　☎646･3570
　月曜～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

里親の申し込み・制度についての相談窓口

県知事が認定・登録

児童福祉審議会で審査

研修受講、施設実習・講義

児童相談所の面接・家庭訪問

児童相談所または市役所の窓口に相談
市役所へ申請書提出

里親になるための手続き

里親の実体験より
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藤の里ニュースネットワークは、市政の動き
を分かりやすくお知らせするコーナーです。

ネットワークニュース

Nov.

藤の里

Fujieda City News

平
成
28
年
度

藤
枝
市
表
彰

11
月
３
日
に
、
平
成
28
年
度
の
市
表
彰
式
を
市
役
所

で
行
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
４
人
と
１
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

鈴
木
舜し

ゅ
ん

光こ

う

さ
ん

（
谷
稲
葉
）

菅
ヶ
谷
純よ

し

弘ひ

ろ

さ
ん

（
堀
之
内
）

番
場
英え

い

子こ

さ
ん（寺

島
）瀬戸谷生き生きフォーラム

多年にわたり、内科医として
地域医療を支え、志太医師会副
会長などの要職も歴任されると
ともに、学校医として児童・生
徒の健康管理に尽力され、保健
衛生の推進と向上に大きく貢献
されました。

保健衛生功労
多年にわたり、民生委員・児
童委員を務められるとともに、
民生委員・児童委員協議会副会
長などの要職を歴任され、市や
関係機関との連携強化に努める
など、社会福祉の向上に大きく
貢献されました。

社会福祉功労
多年にわたり、瀬戸谷地区を
中心とした中山間地域の活性化
に尽力され、市の施策につなが
る提言を行うなど、地域振興の
向上に大きく貢献されています。

地域振興功労

多年にわたり、幼稚園の理事
長・園長を務められるとともに、
私立幼稚園協会会長などの要職
を歴任され、幼児教育の振興に
大きく貢献されました。

教育振興功労

竹
田　

務
さ
ん

（
上
当
間
）

自治振興功労
多年にわたり、自治協力委員
を務められ、市と地域との連携
強化と市政の円滑な推進に尽力
され、市政の発展と市民生活の
向上に大きく貢献されました。 中

ノ
合
自
主
防
災
会
は
、
こ
の

ほ
ど
、（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
、
災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

「
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
」

を
活
用
し
、
災
害
に
対
応
す
る
資

機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
導
入
し
た
資
機
材
は
、

大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
迅
速
な

避
難
活
動
や
、
安
全
で
安
心
な
避

難
所
運
営
を
実
施
す
る
た
め
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
同
事
業
は
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

導
入
資
機
材

発
電
機
、
車
い
す
、
投
光
器
、

リ
ア
カ
ー
、
移
動
用
ア
ン
プ
セ
ッ

ト

地域で高める防災力～災害対応の資機材を導入～ 問危機管理課　☎643･3119

小・中学生から66点の応募～市統計図表コンクール表彰式～ 問総務課　☎643･3818

平成28年度グリーンカーテンコンテスト入賞者が決定 問環境政策課　☎643･3183

９
月
28
日
、
市
統
計
図
表
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
、
市
役
所
で

行
い
ま
し
た
。
席
上
、
66
点
の
応

募
作
品
か
ら
選
ば
れ
た
９
点
・
10

人
を
表
彰
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

市
長
賞

浦
川
吉き

っ

平ぺ
い

（
青
島
東
小
２
年
）

入に
ゅ
う

屋や

琴こ
と

羽は

（
高
洲
南
小
５
年
）

秋
山
智ち

郷さ
と

（
藤
枝
中
２
年
）

教
育
長
賞

島
谷
紗
季
（
高
洲
南
小
３
年
）

平
口
瑠る

菜な

（
青
島
小
６
年
）

樫か
し

本も
と

和な

音お

（
藤
枝
中
３
年
）

登
録
統
計
調
査
員
協
力
会
長
賞

木き

佐さ

森も
り

心こ
こ

奈な

・
平
野
結ゆ

愛あ

　
　
　
　
（
藤
枝
中
央
小
３
年
）

塚
本
奏か

な

人と

（
広
幡
小
５
年
）

島
出
竜
也
（
藤
枝
中
１
年
）

多
く
の
人
に
夏
季
の
省
エ
ネ
行

動
を
実
践
し
て
も
ら
う
た
め
に
開

催
し
た
同
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
家

庭
部
門
29
件
、
団
体
部
門
13
件
の

応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
入

賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

家
庭
部
門　

最
優
秀
賞

杉
本
節
子
さ
ん

家
庭
部
門　

優
秀
賞

八
木
兼
次
さ
ん

平
島
逸い

つ

雄お

さ
ん

青
島
英
男
さ
ん
・
治は

る

世よ

さ
ん

青
木
清き

よ

人ひ
と

さ
ん

団
体
部
門　

最
優
秀
賞

藤
枝
小
学
校

団
体
部
門　

優
秀
賞

高
洲
南
小
学
校

科
研
製
薬
㈱
特
薬
企
画
部

東
部
す
み
れ
の
家

㈱
あ
い
不
動
産

地域でのスポーツ振興に貢献～文部科学大臣表彰を受賞～ 問スポーツ振興課　☎643･3126

こ
の
ほ
ど
、
地
域
で
の
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
や
発
展
に
貢
献
し
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
顕
著
な
成
果
を

あ
げ
た
人
に
、
文
部
科
学
大
臣
か

ら
贈
ら
れ
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労

者
表
彰
を
、堀
田
公
一
郎
さ
ん（
青

葉
町
一
）が
受
賞
し
ま
し
た
。堀
田

さ
ん
は
長
年
、
藤
枝
市
体
育
協
会

会
長
や
県
剣
道
道
場
連
盟
副
会
長

な
ど
を
歴
任
。
そ
の
功
績
を
た
た

え
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
11
日
に
は
、
堀
田
さ
ん
が

市
役
所
を
訪
れ
、
北
村
市
長
に
受

賞
を
報
告
し
ま
し
た
。
堀
田
さ
ん

は
「
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
、
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

人権擁護活動での功績がたたえられ～法務大臣表彰を受賞～ 問市民相談センター　☎643･3345

市
内
で
人
権
擁
護
委
員
を
長
年

務
め
て
い
る
原
木
一
義
さ
ん
（
五

十
海
四
）
と
堀
雅
已
さ
ん
（
堀
之

内
）
が
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ら

れ
、
こ
の
ほ
ど
、
法
務
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
か
ら

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
を
受
け

た
り
、
中
学
校
や
街
頭
な
ど
で
啓

発
を
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
擁
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
24
日
、
北
村
市
長
の
元
を

受
賞
の
報
告
で
訪
れ
た
席
上
、
原

木
さ
ん
は
「
表
彰
に
恥
じ
な
い
よ

う
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、

堀
さ
ん
は
「
活
動
を
通
し
て
、
市

民
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
て

た
い
」
と
、
今
後
の
活
動
へ
の
意

気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。
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志
太
郡
衙
・
秋
の
東
洋
蘭
展

れ
ん
げ
じ
池
お
は
な
し
会

無む

門も
ん

庵あ
ん

門
下
生
仏
画
展

郷
土
博
物
館
体
験
学
習

「
酉と

り

年
の
土
人
形
の
絵
付
け
」

市
立
総
合
病
院
公
開
講
座

親
と
若
者
の
就
労
支
援

セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

第
27
回
子
ど
も
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
と
き
／
11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰　

 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

▼
と
こ

ろ
／
志
太
郡ぐ

ん

衙が

資
料
館　

▼
内

容
／
東
洋
蘭ら

ん

や
珍
し
い
メ
ダ
カ
の
展

示
・
販
売　

▼
入
場
料
／
無
料

※
直
接
会
場
へ

問
文
化
財
課

 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

※
駐
車
場
は
、
19
日
は
青
島
北
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
、
20
日
は
保
健
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
11
月
19
日
㈯
午
前
11
時
〜

11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
文
学
館
こ

ど
も
学
習
室　

▼
内
容
／
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど　

▼
定

員
／
20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

料
／
無
料　

※
直
接
会
場
へ

問
郷
土
博
物
館
・
文
学
館

 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

▼
と
き
／
11
月
15
日
㈫
〜
27
日
㈰ 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

▼
と
こ

ろ
／
大お

お

旅は
た
ご籠

柏か
し
ば

屋や

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ま

こ
壁　

▼
内
容
／
仏
画
作
品
「
涅ね

槃は
ん

図ず

」「
来ら

い

迎ご
う

図ず

」「
曼ま

ん

荼だ

羅ら

」「
白び

ゃ
く

衣え

観か
ん

音の
ん

」「
釈し

ゃ

迦か

如に
ょ

来ら
い

像ぞ
う

」
な
ど
の
展

示　

▼
入
場
料
／
無
料

※
直
接
会
場
へ

問
大
旅
籠
柏
屋

 

☎
６
６
７
・
０
０
１
８

▼
対
象
／
小
学
生
以
上
（
小
学
校
２

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
と

き
／
11
月
19
日
㈯
〜
12
月
21
日
㈬　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
、
午
後
１ 

時
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
文
学
館

体
験
学
習
室　

▼
参

加
料
／
１
０
０
〜
２

０
０
円　

▼
持
ち

物
／
汚
れ
て
も
い
い
服
装

※
直
接
会
場
へ

問
郷
土
博
物
館
・
文
学
館

 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

前
８
時
〜
９
時
…
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ

大
洲
支
店
（
大
洲
二
）、午
前
９
時
〜

10
時
…
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
藤
枝
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー(

青
木
三
）　

▼
回

収
方
法
／
洗
濯
済
み
で
汚
れ
が
な
く
、

ぬ
れ
て
い
な
い
古
着
や
古
布
を
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
直
接
会
場
へ

※
じ
ゅ
う
た
ん
・
ビ
ニ
ー
ル
合
羽
・

布
団
・
枕
・
マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
。

問
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
藤
枝
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー

 

☎
６
４
６
・
５
１
５
６

▼
と
き
／
11
月
16
日
㈬
午
後
７
時
〜

８
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院

２
階
講
堂　

▼
講
師
／
新し

ん

開か
い

陽
一

郎
・
眼
科
医
師　

▼
演
題
／
失
明
を

防
ぐ
！
早
期
発
見
が
大
切
な
眼
の
病

気　

▼
受
講
料
／
無
料

※
直
接
会
場
へ

問
病
院
総
務
課

 

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

▼
対
象
／
40
歳
以
下
の
人
と
そ
の
保

護
者　

▼
と
き
／
11
月
27
日
㈰
午
後

１
時
30
分
〜
５
時　

▼
と
こ
ろ
／
市

役
所
大
会
議
室　

▼
講
師
／
津つ

富と
み　

宏
さ
ん
（
静
岡
県
立
大
学
教
授
）　

▼
内
容
／
講
演
「
働
き
た
い
け
れ
ど

働
け
な
い
若
者
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
」、
ニ
ー
ト
を
卒
業
し
た
若
者
な

ど
に
よ
る
体
験
発
表
、
個
別
相
談　

▼
定
員
／
40
人
（
先
着
順
）　

▼
参

ラ
ウ
ン
ド　

▼
内
容
／
手
作
り
体

験
コ
ー
ナ
ー
（
ゴ
ム
鉄
砲
、
ビ
ー

ズ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
）、
似
顔
絵

コ
ー
ナ
ー
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー

（
フ
リ
ス
ビ
ー
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、

キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど
）
な
ど　

▼
入
場
料
／
無
料　

※
直
接
会
場
へ

問
生
涯
学
習
課

 

☎
６
４
３
・
３
０
４
７

加
料
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
筆
記
用

具　

※
直
接
会
場
へ

問
産
業
集
積
推
進
課

 

☎
６
４
３
・
３
２
４
４

▼
と
き
／
11
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
受
付
：
午
後
２
時
30
分

ま
で
）　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
グ

催

し

お
知
ら
せ

施
設
の
点
検
の
た
め
、11
月
29
日
㈫
・

30
日
㈬
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

問
瀬
戸
谷
温
泉
ゆ
ら
く

 

☎
６
３
９
・
１
１
２
６

11
月
９
日
㈬
〜
15
日
㈫
に
、全
国
一
斉 

に
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

住
宅
火
災
の
予
防
に
は
、
住
宅
用
消

火
器
を
設
置
す
る
な
ど
各
家
庭
で
の

防
火
対
策
が
有
効
で
す
。
ま
た
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
は
、
設
置
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
必

ず
設
置
し
て
、
万
が
一
の
火
災
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

問
志
太
消
防
本
部
予
防
課

 

☎
６
２
３
・
０
１
１
９

▼
と
き
・
と
こ
ろ
／
11
月
26
日
㈯
午

受
診
す
る
人
は
、
12
月
末
ま
で
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
や
予
約
が
１
月
以
降
に
な
る

と
、
補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課

 

☎
６
４
３
・
３
３
０
７

ガ
ス
・
水
道
・
電
気
の
使
用
量
、
商

店
で
の
肉
や
魚
の
計
量
、
ガ
ソ
リ
ン

の
料
金
計
算
な
ど
に
使
わ
れ
る
計
量

器
。
計
量
器
が
正
確
に
作
動
し
、
正

し
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
計
量
法
で

は
適
正
な
計
量
の
た
め
の
基
準
を
定

め
て
い
ま
す
。
正
し
い
計
量
に
対
す

る
意
識
と
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

問
商
業
観
光
課

 

☎
６
４
３
・
３
０
７
８

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
人
で
、
平
成
29
年
３
月
ま
で
に

人
間
ド
ッ
ク
や
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す

る
人
は
、
12
月
末
ま
で
に
補
助
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。市
立
総
合
病
院
・

平
成
記
念
病
院
・
ヘ
ル
ス
ポ
ー
ト
で

11
月
25
日
㈮
〜
12
月
１
日
㈭
は
「
犯

罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。
警
察
で
は
、

被
害
者
や
家
族
の
負
担
を
少
し
で
も

和
ら
げ
る
た
め
、
次
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
／
被
害
者
の
手
引
き
交
付
、

被
害
者
へ
の
情
報
提
供
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
犯
罪
被
害
給
付
制
度

問
藤
枝
警
察
署
警
務
課

 

☎
６
４
１
・
０
１
１
０

瀬
戸
谷
温
泉
ゆ
ら
く
臨
時
休
館

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

“
も
っ
た
い
な
い
運
動
”古
着
・
古
紙
回
収

11
月
は
計
量
強
化
月
間

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
補
助
申
請

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援

習字の部（敬称略)
静岡県藤枝財務事務所
所長賞 増田朱

あ か

里
り

（大洲小６年）
静岡県納税貯蓄組合連合会
金賞 櫻井柚希（青島東小６年）
銀賞 岡嵜成美（青島東小６年）
銅賞 下田茉

ま

優
ゆ

（大洲小６年）
佳作 臼井芽衣（広幡小６年）
 鈴木　萌

も え

（青島北小６年）
 橋爪　駿（青島北小６年）
 福田涼

す ず

風
か

（青島小６年）
藤枝税務署管内納税貯蓄組合連合会
会長賞 萩原翔子（藤枝小６年）
 伊東咲

さ

輝
き

（高洲小６年）
 富田乃

の

野
の

花
か

（西益津小６年）
作文の部（敬称略)
静岡県教育委員会
教育長賞 石田　梢（青島中３年）

静岡県納税貯蓄組合連合会
優秀賞 奥村佐

さ

駒
こ ま

（青島中３年）
藤枝税務署
署長賞 多々良美里（青島中３年）
 髙橋いちご（高洲中３年）
静岡県藤枝財務事務所
所長賞 平口貴之（西益津中３年）
東海税理士会藤枝支部
支部長賞 池野裕

ゆ う

樹
き

（葉梨中３年）
 水上香奈（葉梨中３年）
藤枝税務署管内納税貯蓄組合連合会
会長賞 佐藤慶一朗（葉梨中３年）
 谷本優奈（岡部中３年）
 橋本　玲

れ い

（岡部中３年）
 矢嶋拓実（青島中３年）
 小

お

原
ば ら

颯
は や

斗
と

（西益津中３年）
 鈴木寿

じ ゅ

麗
り

（葉梨中３年）
 梅本夕

ゆ

有
う

奈
な

（葉梨中３年）

 野中明莉（大洲中３年）
ポスターの部（敬称略)
静岡県納税貯蓄組合連合会
会長賞 田丸大

た い

晴
せ い

（青島北小６年）
静岡県藤枝財務事務所
所長賞 寺岡大

た い

貴
き

（青島小６年）
静岡県納税貯蓄組合連合会
金賞 竹田万

ま

織
お り

（広幡小６年）
銀賞 宮本月

つ き

湖
こ

（青島北小６年）
銅賞 柏

か し

原
は ら

一
か ず

輝
き

（青島北小６年）
佳作 菅沼月

る の あ

碧（岡部小６年）
 竹内祐衣（岡部小６年）
 廣瀬　鈴

れ い

（高洲南小６年）

税に関する作品 入賞者
問納税課　☎643･3332

入賞作品は、11月７日㈪から11日㈮
午後３時まで市役所ロビーに、11月
15日㈫から25日㈮午後１時まで生
涯学習センターに展示します。

　　 12月４日㈰～10日㈯は人権週間です
～考えよう相手の気持ち 育てよう思いやりの心～

問市民相談センター　☎643･3318

　この機会に「思いやりの心」や「かけがえのない命」について考えてみませんか。

特設人権相談
　とき／12月２日㈮午前10時～午後３時　ところ／市役所大会議室　相談料／無料　※直接会場へ

人権啓発ポスターコンテスト
　ポスターコンテストには、市内の小学生から高校生までの782人から応募があり、審査の結果、次の通り入賞者が決
定しました（敬称略）。なお、入賞作品は、12月２日㈮から８日㈭に、市役所ロビーに展示します。

最優秀賞
中川晴喜

（藤枝北高１年）

優秀賞
大宇根伶花

（稲葉小６年）

【市人権擁護委員会表彰】

教育長賞
長坂双葉

（広幡中２年）

市人権擁護委員会長賞
加藤ももか

（藤枝順心高１年）

市長賞
内田哲郎

（葉梨小６年）

【静岡人権擁護委員協議会表彰】

優秀賞
金丸凛太郎

（藤枝北高１年）

優秀賞
時田はるな

（藤枝中１年）

最優秀賞
田中　雅

（藤枝小５年）

募

集

▼
と
き
／
12
月
４
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
陶
芸
セ
ン
タ
ー　

▼
定

員
／
各
20
人
（
申
込
順
）　

▼
参
加

料
／
２
千
円　

▼
申
し
込
み
／
12
月

３
日
㈯
ま
で
に
、
電
話
で
陶
芸
セ
ン

タ
ー
へ 

☎
６
３
９
・
０
１
４
８

陶
器
の
干
支「
酉
」作
り
教
室
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▼
対
象
／
小
学
生
以
上　

▼
と

き
／
12
月
３
日
㈯
午
後
６
時
〜
７
時

30
分　

▼
と
こ
ろ
／
藤
の
瀬
会
館　

▼
定
員
／
20
人
（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
双
眼
鏡

（
あ
る
人
）、
懐
中
電
灯
、
筆
記
用
具
、

防
寒
具　

▼
申
し
込
み
／
11
月
10 

日
㈭
〜
27
日
㈰
に
、
電
話
で
瀬
戸
谷

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

 

☎
６
３
９
・
０
１
２
０

▼
対
象
／
小
学
校
５
年
生
〜
中
学
校

１
年
生　

▼
と
き
・
内
容
／
12
月
11

日
㈰
…
紫
外
線
硬
化
樹
脂
液
で
ア
ク

セ
サ
リ
ー
・
標
本
作
り
、
平
成
29
年

１
月
21
日
㈯
…
ク
ロ
ー
ラ
運
搬
車
が

▼
と
き
／
平
成
29
年
２
月
19
日
㈰
午

前
９
時
〜　

▼
と
こ
ろ
／
県
藤
枝
総 

合
庁
舎（
瀬
戸
新
屋
）　

▼
申
請
手
数 

料
／
５
２
０
０
円　

▼
申
し
込
み
／ 

12
月
19
日
㈪
〜
平
成
29
年
１
月
20 

日
㈮
に
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記 

入
し
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
〒
426‒

0075 

市
内
瀬
戸
新
屋
３
６
２‒

１
県
志
太

▼
と
き
／
11
月
26
日
㈯
午
前
９
時
〜

▼
と
き
／
11
月
25
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　

▼
講
師
／
浅
原
聡
子
さ

ん
（
グ
リ
ー
フ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ｉ

ｖ
ｙ
代
表
）　

▼
演
題
／
「
死
」
と

寄
り
添
う
こ
こ
ろ
〜
喪
失
の
ケ
ア
の

現
場
か
ら
〜　

▼
定
員
／
60
人
（
申

込
順
）　

▼
入
場
料
／
無
料　

▼
申

し
込
み
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム

か
ら
生
涯
学
習
課
へ

 

☎
６
４
３
・
３
０
４
７

 

６
４
６
・
３
２
１
７

▼
と
き
／
12
月
８
日
㈭
午
後
２
時
〜

３
時　

▼
と
こ
ろ
／
保
健
セ
ン
タ
ー　

▼
講
師
／
齋
藤
淳あ

つ
し

さ
ん
（
東
京
歯
科

大
学
教
授
）　

▼
演
題
／
お
口
の
健

康
か
ら
考
え
る
全
身
の
健
康
〜
歯

周
病
が
全
身
の
病
気
に
及
ぼ
す
影

響
〜　

▼
定
員
／
１
０
０
人
（
申
込

順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申
し

込
み
／
12
月
５
日
㈪
ま
で
に
、
電
話

で
藤
枝
歯
科
医
師
会
へ

 

☎
６
４
６
・
２
２
７
０

針
を
示
し
た
計
画
と
、
道
路
な
ど
に

お
け
る
路
上
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る

基
本
的
事
項
を
条
例
で
定
め
る
内
容

を
示
し
た
要
綱
で
す
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
、
市
に
納

税
義
務
が
あ
る
人
、
本
案
件
に
利
害

関
係
を
有
す
る
人　

▼
公
表
・
意
見

募
集
期
間
／
11
月
22
日
㈫
〜
12
月
16

日
㈮　

▼
公
表
場
所
／
環
境
政
策

課
、
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
岡
部
支

所
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
市
立
公
民

館
・
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

▼
意
見
提
出
方
法
／
各

公
表
場
所
に
備
え
付
け
の
意
見
書
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
計
画
案
・

条
例
案
要
綱
に
対
す
る
意
見
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
426‒

8722
市
内
岡
出
山

１‒

11‒

１
環
境
政
策
課
へ

 

☎
６
４
３
・
３
１
８
３

 

６
４
３
・
３
２
８
０

kankyoseisaku@city.fujieda.shizuoka.jp

正
午（
雨
天
順
延
）　

▼
と
こ
ろ
／
国

道
一
号
藤
枝
バ
イ
パ
ス
潮
ト
ン
ネ
ル

東
側　

▼
内
容
／
竹
林
整
備
地
の

竹
伐
採
、
竹
を
使
っ
た
工
作
教
室　

▼
定
員
／
45
人
（
申
込
順
）　

▼
持

ち
物
／
作
業
が
で
き
る
服
装
、
水
筒
、

タ
オ
ル
、
軍
手　

▼
申
し
込
み
／
11

月
21
日
㈪
ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
・
ハ
ガ
キ
に
、
参
加
者

全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒
426‒

0075
市
内
瀬

戸
新
屋
３
６
２‒

１
県
志
太
榛
原
農

林
事
務
所
森
林
整
備
課
へ

 

☎
６
４
４
・
９
２
４
３

 

６
４
４
・
９
２
０
９

AFO-shidahai-shinrin@pref.shizuoka.lg.jp

谷
圭
次
さ
ん
（
元
岡
部
町
社
会
教
育

指
導
員
）
ほ
か　

▼
定
員
／
各
20
人

（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
各
１
０
０

円　

▼
申
し
込
み
／
各
開
催
日
の
前

日
ま
で
に
、
電
話
で
大
旅
籠
柏
屋
へ

 

☎
６
６
７
・
０
０
１
８

一
般
廃
棄
物
お
よ
び
災
害
廃
棄
物
を

計
画
的
に
処
理
す
る
た
め
の
基
本
方

動
く
仕
組
み
、
２
月
18
日
㈯
…
ド
ッ

プ
ラ
ー
効
果
体
感
！
音
の
正
体
に
迫

る　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
２
時

30
分　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー　

▼
定
員
／
各
36
人
（
抽

選
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申
し

込
み
／
11
月
25
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
生
涯
学
習

課
へ 

☎
６
４
３
・
３
０
４
７

 

６
４
６
・
３
２
１
７

榛
原
農
林
事
務
所
森
林
整
備
課
へ

 

☎
６
４
４
・
９
２
４
３

※
申
請
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.shizuoka.jp/

kankyou/ka-070/20121203.htm
l

予
備
講
習
会

▼
と
き
／
平
成
29
年
１
月
14
日
㈯
午

前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時　

▼
と
こ

ろ
／
静
岡
労
政
会
館（
静
岡
市
葵
区
）　

▼
定
員
／
３
０
０
人
（
申
込
順
）　

▼
受
講
料
／
７
５
０
０
円　

▼
申
し

込
み
／
11
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
電
話

で
（
一
社
）
静
岡
県
猟
友
会
へ

 

☎
２
５
３
・
６
４
２
７

love local MARKET
　厳選された地元飲食店な
どが出店する人気のプチマ
ルシェです。
とき／11月25日㈮午後４時
30分～８時30分

ところ／藤枝駅南口広場　※直接会場へ

ボンマルシェフジエダ
　藤枝駅南通りが、おしゃ
れな市場に様変わり。カ
フェ・スイーツ・ベーカ
リー・雑貨など、人気のお
店が多数出店します。
とき／11月27日㈰午前10時30分～午後３時30分
ところ／藤枝駅南通り　※直接会場へ

　マイナンバーが記された「マイナンバー通知カード」は、昨
年12月末までに全世帯への配達が完了していますが、不在など
で受け取れなかった人の通知カードは、郵便局に一定期間保管
された後、市民課に戻ってきています。
　マイナンバー通知カードは、確定申告や年末調整など税金の
手続きなどに必要です。まだ受け取っていない人は、事前に電
話連絡をした上で、市民課にお越しください。
持ち物／
世帯主、同一世帯員の場合
身分証明書（※顔写真付きの公的身分証明
書または、顔写真のない公的身分証明書２点）
代理人の場合
委任状、委任者の身分証明書（原本）（※と 
同様）、代理人の身分証明書（※と同様）
受取方法／住民票の世帯主または同一世帯員、 
委任状を受けた代理人が直接、市民課へ

11月のて～しゃばストリート
問㈱まちづくり藤枝　☎645･1555

マイナンバー通知カードの受け取り
問市民課　☎643･3128

冬
の
星
空
観
察
会

冬
の
わ
く
わ
く
科
学
教
室

狩
猟
免
許
試
験

潮
の
里
山
再
生
大
作
戦

藤
枝
市
人
権
教
育
講
演
会

歯
科
講
演
会

計
画
案
・
条
例
案
要
綱
へ
の
意
見

募

集

対象／高校や大学、専門学校などに入学を希望している子どもを養育していて、学費の支払いが困難な母子・父子家庭
または両親のいない家庭
※平成29年４月入学予定者が貸し付けを希望する場合、11月30日㈬までに、直接または電話で子ども家庭課へご相談ください。
※日本学生支援機構の奨学金などとの併用はできません。詳しくは、お問い合わせください。

【就学支度資金貸付】（　）は自宅外からの通学
・就学の際に直接必要とする入学金、被服、履物などの
購入費などに充てるために貸し付ける資金。
・入学時に１回に限り貸し付けます。
　（平成29年２月28日㈫または３月31日㈮に貸付予定）

【修学資金貸付】（　）は自宅外からの通学
・高等学校、大学などに修学するために直接必要な授業
料、書籍代、交通費などに充てるために貸し付ける資金。
・修学期間中、毎月末日に継続的に貸し付けます。

母子家庭などへの就学支度資金・修学資金貸付制度
問子ども家庭課　☎643･3241

学校種別 貸付限度額
国公立 私　立

高等学校・高等専門学校など 15万円（16万円）41万円（42万円）

大学・短期大学など 37万円（38万円）58万円（59万円）

修業施設 ９万円（10万円）

学校種別 貸付限度額（月額）
国公立 私　立

高等学校など １万８千円（２万３千円）３万円（３万５千円）

高等専門学校 ２万１千円（２万2,500円）３万２千円（３万５千円）

短期大学・専修学校（専門課程） ４万５千円
（５万１千円）

５万３千円（６万円）

大学 ５万４千円（６万４千円）

専修学校（一般課程） ３万２千円

か
わ
ら
版
で
読
み
解
く

藤
枝
の
歴
史
講
座

か
わ
ら
版
に
見
立
て
た
資
料
を
も
と

に
藤
枝
の
歴
史
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
／
12
月
３
日
㈯
…
東

海
道
中
膝
栗
毛
岡
部
宿
版
、
平
成
29

年
１
月
７
日
㈯
…
貴
重
な
傘

か
ら
か
さ

連れ
ん

判ぱ
ん

状じ
ょ
う　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

▼
と

こ
ろ
／
大
旅
籠
柏
屋　

▼
講
師
／
池

▼
と
き
／
12
月
10
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
大
久
保

キ
ャ
ン
プ
場　

▼
定
員
／
15
人
（
申

込
順
）　

▼
参
加
料
／
千
円　

▼
持

ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
タ
オ
ル　

▼
申
し
込
み
／
11
月

10
日
㈭
〜
12
月
４
日
㈰
に
、
電
話
で

瀬
戸
谷
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

 

☎
６
３
９
・
０
１
２
０

そ
ば
打
ち
体
験

高
齢
な
ど
で
買
い
物
に
行
き
た
く
て

も
行
け
な
い
人
を
送
迎
し
ま
す
。
魅

力
的
な
店
舗
が
揃
う
上
伝
馬
商
店
街

で
、
買
い
物
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
11
月
30
日
㈬
午
前
10
時
〜

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
上
伝
馬
商
店
街　

▼
定
員
／
20
人
（
申
込
順
）　

▼
申

し
込
み
／
11
月
11
日
㈮
〜
22
日
㈫
に
、

電
話
で
開
寿
園
へ

 

☎
６
３
８
・
２
２
５
３

上
伝
馬
商
店
街「
無
料
送
迎
サ
ー
ビ
ス
」

藤
枝
建
築
高
等
職
業
訓
練
校
生
徒

▼
対
象
／
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、

中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
人　

▼
と

き
／
平
成
29
年
４
月
か
ら
３
年
間

（
毎
週
１
回
）　

▼
と
こ
ろ
／
藤
枝

建
築
高
等
職
業
訓
練
校
（
稲
川
一
）　

▼
内
容
／
在
来
木
造
建
築
に
つ
い
て

の
Ｃキ

ャ

ド

Ａ
Ｄ
を
使
っ
た
講
義
と
基
礎
か

ら
の
実
技
指
導　

▼
定
員
／
20
人

（
選
考
）　

▼
申
し
込
み
／
平
成
29
年

２
月
20
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
で
藤
枝

建
築
事
業
協
同
組
合
へ

 

☎
６
４
４
・
０
０
０
６

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
先
進
施
設
見
学
会

▼
と
き
／
11
月
25
日
㈮
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
４
時　

▼
内
容
／
富
士
・

富
士
宮
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

と
三
島
大
吊
橋
見
学　

▼
定
員
／
38

人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
無

料　

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
水
筒　

▼
申
し
込
み
／
11
月
18
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
男
女
共
同

参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ぱ
り
て
」
へ

 

☎

６
４
１
・
７
７
７
７
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　スポーツの秋、食欲の秋を自然の
中で満喫しませんか。
とき／11月27日㈰午前９時～午後３
時30分
ところ／大久保グラススキー場・
キャンプ場
内容／ソリすべり無料（別途用具
料）、しいたけ汁サービス（午前
10時～）、餅つき体験、草餅サー
ビス（午前11時～、午後２時～）、
ピザ焼き体験（正午～、一枚800円、 
限定20枚、要予約）、ツリークラ
イミング体験（午前10時30分～・
午後１時～、２千円、定員各12人、
要予約）、ツリーテント体験など
申し込み／11月25日㈮までに、電話
で大久保キャンプ場へ

　1,000基の「陶の灯り」が点灯し、冬の里山を灯
とも

します。幻想的な風景の
中の散策をお楽しみください。
とき／11月27日㈰午後１時～８時（雨天の場合は内容を一部変更して開催）
ところ／藤の瀬会館
1,000基の「陶の灯り」によるライトアップ
点火時間／午後４時30分～８時
炎で焼く「灯りとり」！楽焼き体験
　「陶の灯り」の色付け作業と楽焼
き窯を使った焼き上げを体験します。
時間／午後１時～、午後２時～、午
後３時～（各回50分程度）

定員／各５組（申込順）
参加料／１個800円
申し込み／11月23日㈷までに、電話
で陶芸センターへ
カラフルエコキャンドル作り
時間／午後１時～、午後２時～、午

後３時～（各回50分程度）
定員／各10人（申込順）
参加料／500円
持ち物／ろうそくを入れる器やコップ
申し込み／11月23日㈷までに、電話
で陶芸センターへ
SPAC俳優による朗読の夕べ
　宮沢賢治の作品「やまなし」の朗
読と、楽器の生演奏をお楽しみくだ
さい。
時間／午後４時30分～５時
「陶の灯り」コンテスト作品展示・投票
時間／午後１時～８時

大久保おおたむ祭り
問大久保キャンプ場　☎631･2227

陶の灯りアートさんぽ
問中山間地域活性化推進課　☎639･0120

人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

環
境
に
や
さ
し
い
料
理
教
室

餅
つ
き
体
験

歴
史
演
談
「
真
田
幸
村
」

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会

▼
と
き
／
12
月
５
日
㈪
午
後
１
時
〜

４
時　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー　

▼
内
容
／
基
調
講
演
「
発
達

障
害
と
生
き
る
」、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
発
達
障
害
と
人
権
〜
特
性
を
理
解

し
、共
に
生
き
る
〜
」　

▼
講
師
／
村

上
由
美
さ
ん
（
言
語
聴
覚
士
）、
夏な

つ

刈か
り

郁
子
さ
ん
（
児
童
精
神
科
医
師
）

ほ
か　

▼
定
員
／
３
８
０
人
（
申
込

順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申
し

込
み
／
12
月
１
日
㈭
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
記
入

し
、
県
中
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
福

祉
課
へ 

☎
６
４
４
・
９
２
７
６

 

６
４
４
・
９
２
２
９

季
節
の
食
材
を
無
駄
な
く
使
い
料
理

を
し
て
、
食
べ
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
切
さ
を
楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
す
。

▼
対
象
／
小
学
生
以
上（
小
学
生
は
保 

護
者
同
伴
）　

▼
と
き
／
12
月
３
日
㈯ 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時　

▼
と

▼
と
き
／
12
月
４
日
㈰
午
前
８
時
40

分
〜
午
後
１
時　

▼
集
合
場
所
／
藤

の
瀬
会
館　

▼
と
こ
ろ
／
田
舎
暮
ら

し
体
験
施
設
「
や
ま
あ
い
」（
滝
沢
）　

▼
定
員
／
20
人
（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
／
千
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）　

▼
持
ち
物
／
布
巾
、
タ
オ
ル
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾　

▼
申
し
込
み
／
11

月
29
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
記
入

し
、
中
山
間
地
域
活
性
化
推
進
課
へ

 

☎
６
３
９
・
０
１
２
０

 

６
４
８
・
２
７
５
５

chusankan@
city.fujieda.lg.jp

し
込
み
／
12
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
創
業
支
援
室

へ 

☎
６
４
３
・
３
２
３
９

sougyou@city.fujieda.shizuoka.jp

こ
ろ
／
青
島
北
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容
／
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ 

料
理
作
り　

▼
定
員
／
20
人（
申
込
順
）　 

▼
参
加
料
／
３
０
０
円　

▼
持
ち
物
／ 

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾　

▼
申
し
込
み
／ 

11
月
24
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で
環
境

政
策
課
へ 

☎
６
４
３
・
３
１
８
３

※
託
児
あ
り
（
無
料
。
要
予
約
）

▼
対
象
／
小
学

校
３
年
生
以

上　

▼
と
き
・

内
容
／
11
月
23

日
㈷
午
前
11
時
〜
正
午
…
名
将
・
真

田
昌
幸
の
生
涯
と
幸
村
真
田
丸
で
の

攻
防
、
午
後
２
時
〜
３
時
…
大
坂
夏

の
陣
で
の
真
田
父
子
の
壮
絶
な
る
最

期　

▼
と
こ
ろ
／
文
学
館
講
座
学
習

室　

▼
講
師
／
奥
野
晃あ

き

士ひ
と

さ
ん
（
静

岡
県
舞
台
芸
術
セ
ン
タ
ー
「
Ｓ
Ｐ
Ａ 

Ｃ
」
俳
優
）　

▼
定
員
／
各
80
人
（
申
込 

順
）　

▼
入
場
料
／
５
０
０
円（
中
学 

生
以
下
２
０
０
円
）　

▼
申
し
込
み
／ 

11
月
11
日
㈮
か
ら
、電
話
ま
た
は
フ
ァ 

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
郷
土
博
物
館
・

文
学
館
へ 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

 

６
４
４
・
８
５
１
４

m
use@

city.fujieda.shizuoka.jp

０
０
円　

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、 

タ
オ
ル
、筆
記
用
具　

▼
申
し
込
み
／ 

11
月
25
日
㈮
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は

電
話
で
藤
枝
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
西

館
へ 

☎
６
４
６
・
３
２
１
１

50
ｍ
走
や
障
害
物
競
争
、
サ
ッ
カ
ー

ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
の
簡
単
な
種
目
で

得
点
を
競
い
ま
す
。

▼
対
象
／
３
歳
か
ら
小
学
校
６
年

生
（
保
護
者
同
伴
）　

▼
と
き
／
12

月
10
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場　

▼
定
員
／
30
人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
５
０
０
円　

▼
持
ち

物
／
運
動
の
で
き
る
服
装　

▼
申
し

込
み
／
11
月
22
日
㈫
ま
で
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
総
合
運
動
公
園
へ

 

☎
６
４
６
・
６
１
０
０

※
上
位
入
賞
者
に
は
賞
品
あ
り
。

　路線バスに乗り、岡部町朝比奈地区のおいしい食材
を味わう小旅行“朝比奈グルメツアー”の参加者を募集 
します。日本三大玉露として知られる朝比奈玉露や、地 
元厳選食材を使った和食フルコースをご堪能ください。
とき／12月10日㈯午前９時45分～午後２時30分
集合場所／岡部総合案内所
コース／玉露の里「瓢

ひょう

月
げつ

亭
てい

」～御料理民宿「玉本屋」～ 
岡部総合案内所

定員／20人（申込順）　参加料／６千円（バス・食事代）
申し込み／12月２日㈮ま
でに、電話で公共交通
政策室へ

※地酒「初亀」を使った
酒まんを差し上げます。

※行程など詳しくは、市
ホームページをご覧く
ださい。

　市内中小企業で活躍する若者の頑張る姿を取り上げ、広
くPRする情報誌と動画を制作するため、モデルとなる若
者を募集します。
対象／・市内中小企業の現場で働く20～35歳で、現在の職

場での勤続年数が１年以上の人
・撮影した作品の公開など諸条件に同意いただける人

定員／若干名（選考）
申し込み／11月25日㈮までに、エントリーシートに必要事
項を記入し、本人の写真（１～２枚）を添付の上、Ｅメー
ルで㈱藤枝オリコミピーアールへ　 opr@ezaki.ne.jp
※エントリーシートは、市ホームページからダウンロードできます。
※提出書類・写真は返却しません。
※本事業で撮影した写真・動画などの著作権、その他一切
の権利は藤枝市に帰属します。
※撮影した写真・動画のデータなどは提供できません。
※本事業は、藤枝市が㈱藤枝オリコミピーアールに委託し
て実施しています。

募

集

路線バスで行く！
朝比奈グルメツアー参加者募集
問公共交通政策室　☎631･4169

あ
な
た
の
起
業
を
応
援“
シ
ダ
ビ
ズ
”

ま
ち
を
元
気
に
す
る
起
業
家
を
輩
出

す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▼
対
象
／
起
業
を
考
え
て
い
る
人
、

起
業
し
て
間
も
な
い
人
な
ど　

▼
と

き
／
12
月
１
日
㈭
午
後
７
時
〜
８
時

30
分　

▼
と
こ
ろ
／
駅
南
図
書
館
集

会
室　

▼
講
師
／
西
村
や
す
子
さ

ん
（
㈱
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
代
表

取
締
役
）、
清
水
進
矢
さ
ん
（
㈱
カ

ン
ト
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
代
表
取
締
役
）　

▼
定
員
／
60
人
（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
11
月

30
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
創
業
支
援
室
へ

 

☎
６
４
３
・
３
２
３
９

sougyou@city.fujieda.shizuoka.jp

博
物
館
講
座
「
戦
国
大
名
武

田
氏
と
駿
河
・
遠と

お
と
う
み江
」（
後
編
）

▼
対
象
／
小
学
校
３
年
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
と
き
・

内
容
／
11
月
27
日
㈰
…
①
武
田
氏
の

駿
河
領
有
を
め
ぐ
る
攻
防
戦
と
諸
城
、

12
月
18
日
㈰
…
②
武
田
系
城
郭
の
特

徴　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分　

▼
と

こ
ろ
／
文
学
館
講
座
学
習
室　

▼
講

師
／
①
小
川
隆
司
さ
ん
（
元
藤
枝

市
史
編
さ
ん
調
査
委
員
）、
②
加
藤

理ま
さ

文ふ
み

さ
ん
（
日
本
城
郭
協
会
理
事
）　

▼
定
員
／
各
80
人（
申
込
順
）　

▼
受

講
料
／
各
３
０
０
円
（
中
学
生
以
下

無
料
）　

▼
申
し
込
み
／
各
開
催
日

の
前
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
郷
土
博
物
館
・

文
学
館
へ 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

 

６
４
４
・
８
５
１
４

m
use@

city.fujieda.shizuoka.jp

中小企業の現場で頑張る若者を募集
問㈱藤枝オリコミピーアール　☎641･2140

絵
手
紙
教
室

絵
手
紙
の
基
本
を
学
び
、
年
賀
状
を

作
成
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
18
歳

以
上
の
人　

▼
と
き
／
12
月
３
日
㈯

午
前
９
時
45
分
〜
正
午　

▼
と
こ

ろ
／
駅
南
図
書
館
集
会
室　

▼
定

員
／
25
人
（
申
込
順
）　

▼
参
加

料
／
２
０
０
円　

▼
申
し
込
み
／
11

月
16
日
㈬
か
ら
、
電
話
で
駅
南
図
書

館
へ 

☎
６
３
６
・
４
８
０
０

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
小
学

生
（
小
学
校
１
・
２
年
生
は
保
護
者

同
伴
）　

▼
と
き
／
12
月
24
日
㈯
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ

ろ
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

▼
定

員
／
20
人（
抽
選
）　

▼
参
加
料
／
５

小
学
生
「
陶
芸
教
室
」

干
支「
酉
」の
折
り
紙
と
ポ
チ
袋
作
り

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
小
学

生
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き
／
12

月
23
日
㈷
午
前
９
時
30
分
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
藤
枝
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
西
館　

▼
定
員
／
20
組
（
抽

選
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
持
ち

物
／
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
筆
記
用

具　

▼
申
し
込
み
／
11
月
25
日
㈮
ま

で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
藤
枝
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
西
館
へ

 

☎
６
４
６
・
３
２
１
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
用
い
て
、
地
域

課
題
を
解
決
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
」
を
学
び
ま
す
。

▼
対
象
／
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る

人
、
起
業
を
考
え
て
い
る
人
な
ど　

▼
と
き
／
12
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
駅
南

図
書
館
集
会
室　

▼
講
師
／
宮
口
巧

さ
ん
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
ほ
か　

▼
定
員
／
30
人
（
申

込
順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申

明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

▼
応
募
作
品
／
25
文
字
以
内
で
自

作
・
未
発
表
の
も
の　

▼
申
し
込

み
／
11
月
21
日
㈪
ま
で
に
、作
品（
読

み
が
な
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
学
生
は
学
校
名
と
学
年

を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
・
郵
送
で
〒
420‒

8601
静
岡
市

葵
区
追
手
町
９‒

６
県
選
挙
管
理
委

員
会
へ 

☎
２
２
１
・
２
０
５
０

 

２
２
１
・
２
７
７
６

senkan@
pref.shizuoka.lg.jp
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第4回市民協働フォーラム  ～新たな出会いが地域をつくる～
 問市民活動団体支援課　☎643･3274

　「選ばれるまち藤枝づくり」に向け、市民の皆さんのアイ
デアや知恵を生かした提案を募集したところ77件の応募が
あり、審査の結果、優秀提案が決定しました。
　優秀提案は、今後、市の施策・事業に反映していきます。

※優秀提案は、市民協働フォーラムで表彰します。

とき／12月３日㈯午前９時30分～午後３時30分（開場：午前９時）
ところ／生涯学習センター
内容／①映画の上映、市民政策提案優秀表彰、市民団体活動

表彰、市民活動発表会
②市民活動交流ランチトーク
③ディーセントライフ事業（農業体験・子育て支援プ
ログラム）の紹介、市民活動展示、ものづくりワー
クショップ、各種物販など

定員／①350人、②90人（いずれも先着順）、③なし
参加料／①③無料（映画上映会は整理券が必要）、②500円
※整理券は、11月10日㈭から市民活動団体支援課、岡部支所、
ふじえだ市民活動支援センター（文化センター内）で配布します。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

上映映画「書道ガールズ」

　音楽に乗せて書をしたためる“書道パ
フォーマンス”。地元の商店街の活気を取
り戻すため、部員の心をひとつにし、その
大会の開催に挑む書道部の女子高校生た
ちの青春を描く感動ストーリーです。
出演／成

なる

海
み

璃
り

子
こ

、山下リオ、高畑充
みつ

希
き

ほか

提案内容 提案者

最優秀賞 自転車用高齢者マークの作成 稲
いな

熊
くま

 良一さん
（前島三）

優秀賞

飲食店などに、乳幼児に必要なア
イテムや環境の整備に協力しても
らい、ホームページで発信

山田 珠
たま

江
え

さん
（駅前三）

ガーデニングに取り組んでいる
家庭の庭先を巡るウォーキング
イベントの開催

大石 みどりさん
（南駿河台四）

優良賞

蓮華寺池公園で出会いの場づく
りウォーキング

櫻井 尚
なお

駿
たか

さん
（静岡産業大学）

公共施設の階段に、消費カロリー
を表示し階段をフィットネス化

加
か

勢
せ

田
だ

 麻
ま

貴
き

さん
（南新屋）

市歌・市民憲章などを、市民向け
に発送する市の封筒に印刷

鈴木 香代子さん
（南駿河台五）

市民政策提案「ともに拓こう“元気ふじえだ”の扉！」優秀提案決定

宿場竹灯り ～幻想的な灯りを街道に～
問街道・文化課　☎643･3036

　「ふじえだ花回廊」をテーマ
に、華やかで幻想的なイルミ
ネーションが冬の藤枝の玄関口
を彩ります。
点灯期間／11月12日㈯～平成29
年２月14日㈫　午後５時～10時

ところ／藤枝駅北口、藤枝駅南広場
点灯式
　点灯セレモニーの他、楽しい催しで会
場を盛り上げます。
とき・ところ／11月12日㈯①午後４ 
時～７時15分…南口広場、②午後４
時～６時…北口広場

内容／①相川七瀬さんスペシャルライ
ブ、2017ミス・ユニバース・ジャ
パン静岡大会ファイナリスト披露、 
②ジャズコンサート、園児による合唱など

　竹のオブジェに灯
あか

りをともし、和を 
感じる光の演出をお楽しみください。
点灯期間／11月26日㈯～12月25日㈰
午後５時～９時

ところ／岡部宿内野本陣史跡広場
点灯式
　幼稚園の子どもたちによる歌と、癒やしの音色を奏でるプ
ロパノータの演奏をお楽しみください。おかべぇも登場し、
会場を盛り上げます。
とき／11月26日㈯午後５時30分～６時30分

ふじえだの冬を彩る「イルミネーション」
ルミスタ☆ふじえだ ～ファンタジックイルミネーション～

問㈱まちづくり藤枝　☎645･1555

　蓮華寺池周辺の樹木を利用した電飾 
で、園路や水面を幻想的に照らします。
点灯期間／11月19日㈯～平成29年２月
14日㈫　午後５時～９時

ところ／蓮華寺池公園プロムナード付近
点灯式
　エレクトーンによるクリスマスソング演奏やバルーンアー
トなど、楽しい催しで会場を盛り上げます。花のクリスマス
ツリーも登場します。
とき／11月19日㈯午後５時30分～６時

蓮華寺池イルミネーション
問花と緑の課　☎643･3487

愛
を
持
っ
て
、
女
性
の
立
場
か
ら
立
ち
直
り
を
支
え
る

犯
罪
や
非
行
行
為
を
し
た
人
が
、
再
び
地
域
や
社
会
に
戻
り
、
立
ち
直
れ

る
よ
う
に
支
援
す
る
「
更
生
保
護
」。
こ
こ
で
は
、更
生
保
護
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
の
一
つ
で
あ
る
「
更
生
保
護
女
性
会
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。                     

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

☎
６
４
３
・
３
３
４
５

　

犯
し
て
し
ま
っ
た
罪
を
つ
ぐ
な

い
、
社
会
の
一
員
と
し
て
立
ち
直
ろ

う
と
す
る
に
は
、
本
人
の
強
い
意
志

や
行
政
機
関
の
働
き
掛
け
だ
け
で
な

く
、
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
そ
う
し
た
中
、
女
性
の

立
場
か
ら
、
犯
罪
や
非
行
に
走
っ
て

し
ま
っ
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
見

守
り
、
支
え
、
安
全
で
安
心
な
住
み

よ
い
ま
ち
を
実
現
し
よ
う
と
活
動
し

て
い
る
団
体
が「
更
生
保
護
女
性
会
」

で
す
。

　

会
の
始
ま
り
は
、
戦
後
、
荒
廃
し

た
社
会
に
放
り
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た

青
少
年
を
守
ろ
う
と
、
女
性
た
ち
が

立
ち
上
が
っ
た
こ
と
。
現
在
で
は
、

全
国
で
約
17
万
人
、
市
内
で
は
１
０

９
人
が
会
員
と
な
り
、
愛
を
持
っ
て
、

誰
も
が
心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
よ
う

に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

更
生
保
護
女
性
会
っ
て
何
？

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　

更
生
保
護
女
性
会
で
は
、
会
員
が
更
生
保
護
施
設
な
ど

に
出
向
き
、
当
事
者
と
触
れ
合
う
こ
と
で
心
の
ケ
ア
を
す

る
な
ど
の
直
接
的
な
立
ち
直
り
の
支
援
と
と
も
に
、
更
生

保
護
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
活
動
を
展
開
。

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

非
行
防
止
・
青
少
年
健
全
育
成
・
地
域
の
子
育
て
支
援
な

ど
を
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

女性

更生保護

地域性 ボラン
ティア

　年に３回、更生保護施設に出向き、調理をして
夕食を提供しています。施設にいる少年と一緒に
料理をすることもあります。献立を考えるときや
調理するときは、少年が喜んで食べてくれるかな
と考えを巡らせます。少年から「おばさんたちが
来てくれる日が楽しみ」と声を掛けられたときは、
何とも言えないうれしい気持ちになりました。

更生保護施設「少年の家 夕食づくり」

会員の声

　本年は、初めての試みとして少年鑑別所で茶会
を行いました。茶会といっても少年自らがお茶を
たてる体験茶会。点

たて

前
まえ

の後には、全員で輪になり
茶摘み唄を歌いながら手遊びを
楽しみました。一服のお茶が人
の心を和ませ、穏やかな表情に
変えていくのを感じました。

静岡少年鑑別所「お茶講座」

　  
更
生
保
護
女
性
会

藤枝地区更生保護女性会
会長　池谷 淑

よし

子
こ

 さん

子どもたちの健やかな成長を願い
　私たちの願いは、女性の持つ温かさや細やかさ、思い
やりの心により、子どもたちが健やかに育つ社会となる
こと。子が親の元で成長し、親子の思い出をいっぱい作っ
てほしいんです。更生保護女性会の活動は、女性であれ
ばどなたでもできるものです。地域から犯罪・非行が無
くなるよう、あなたの愛を注いでみませんか。

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

あ
な
た
を
見
守
る

　
　
　
　
愛
の
鈴
・
母
の
鈴

　

子
ど
も
た
ち
が
、
健
や
か
に
た
く

ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を

込
め
、
新
入
学
児
童
に
「
愛
の
鈴
」

を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
会
員
が
思

い
を
込
め
て
手
作
り
し
た
鈴
を
渡
す

こ
の
活
動
は
、
今
年
で
13
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
ま
た
、
母
の
よ
う
な
温

か
い
ま
な
ざ
し
で
あ
な
た
を
見
守
っ

　

更
生
保
護
女
性
会
で
は
、
一
緒
に

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
興
味
が
あ

る
人
は
、
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

愛
の
鈴

て
い
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
込
め
「
母

の
鈴
」
も
作
成
し
、

啓
発
品
と
し
て
配
布

し
て
い
ま
す
。

母
の
鈴



Fujieda H28.11.521 20広報ふじえだ

税
相
談
や
支
払
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

夜
間
納
税
相
談
・
支
払
窓
口

と
き
／
毎
週
木
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）
午
後
５
時
15
分
〜
７
時

と
こ
ろ
／
納
税
課
（
市
役
所
西
館
２
階
）

※
予
約
は
不
要
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
納
付

　

市
税
は
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
以
下
コ
ン
ビ
ニ
）

で
24
時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で

き
る
市
税
は
、
市
・
県
民
税
（
普
通
徴
収

分
）、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

※
金
額
を
訂
正
し
た
も
の
や
バ
ー
コ
ー
ド

の
印
字
が
無
い
も
の
、
納
付
書
１
枚
の

金
額
が
30
万
円
を
超
え
る
も
の
は
、
コ

ン
ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

口
座
振
替

　

仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
皆
さ
ん
に
は
、

便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
納

期
限
の
前
日
ま
で
に
、
預
・
貯
金
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
期
限
に
残
高
不
足
で
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
納
期
限
か
ら
10
日
前
後

に
再
度
引
き
落
と
し
を
行
い
ま
す
。
残
高

不
足
以
外
の
理
由
で
口
座
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
市
か
ら
口
座
振
替
不

能
通
知
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
金
融
機
関

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
市
内
の

各
金
融
機
関
に
備
え
付
け
の
「
市
税
等
口

座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
、
各
金
融
機
関
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※
毎
月
15
日
ま
で
に
市
役
所
に
到
着
し
た

分
は
翌
月
か
ら
、
16
日
以
降
に
到
着
し

た
分
は
翌
々
月
か
ら
の
振
替
と
な
り
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
健
康
に
暮

ら
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
う

税
金
。
納
め
ら
れ
る
市
税
は
、
福
祉
や
保

険
な
ど
の
社
会
保
障
、
教
育
、
ご
み
処
理
、

道
路
整
備
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

　
「
納
税
」
は
、
教
育
や
労
働
と
と
も
に

国
民
の
義
務
と
し
て
憲
法
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
も
、

多
く
の
人
は
納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
納

税
義
務
を
果
た
し
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。

延
滞
金

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
納
期
限
の
翌
日

か
ら
納
付
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
年

利
９
・
１
％
（
納
期
限
後
1
カ
月
は
２
・

８
％
）
を
乗
じ
て
計
算
し
た
延
滞
金
が
発

生
し
、
納
付
額
が
増
加
し
ま
す
。

※
延
滞
金
の
利
率
は
、
年
に
よ
り
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

滞
納
処
分

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
場
合
は
、

納
期
限
か
ら
20
日
以
内
に
督
促
状
（
手
数

料
50
円
加
算
）
を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後

も
納
付
が
な
い
場
合
、
金
融
機
関
や
勤
務

先
、
取
引
先
な
ど
へ
の
財
産
調
査
を
行
い
、

調
査
結
果
に
基
づ
き
滞
納
者
の
財
産
を
差

　
「
借
金
の
返
済
や
他
の

支
払
い
が
あ
る
」
は
、
納

税
で
き
な
い
理
由
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
や
む
を
得
ず

納
期
ま
で
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
そ

の
ま
ま
放
置
せ
ず
に
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
完
納
に
向
け
て
、
納
税
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
日
の
昼
間
に

来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
夜
間
の
納

納
期
限
ま
で
に
納
め
な
い
と
…

早
め
の
納
税
相
談
を

し
押
さ
え
た
り
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
を

公
売
し
た
り
し
て
、
滞
納
し
て
い
る
税
金

に
充
て
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
手
続
き
を

「
滞
納
処
分
」
と
い
い
ま
す
。

　

差
し
押
さ
え
を
す
る
と
き
に
は
事
前
に

連
絡
を
し
た
り
、
同
意
を
取
っ
た
り
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
滞
納
者
の

了
解
な
く
自
宅
な
ど
を
捜
索
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

社会を支えるあなたの税金
～滞納整理の強化に取り組んでいます～

納期限経過：市税の滞納発生 （延滞金の計算が始まる）

完納

計画的に納付※

納税相談

納付催告
（文書や電話で納付を促す）

市税滞納から完納への流れ

督促状送付（１期につき50円を加算）
（納期限後20日以内に送付）

納
付

納
付

す
る

す
る

し
な
い

滞
納
処
分

の
範
囲

財産の差し押さえ・換価

滞納市税へ充当

※計画的に納付していても、差し押さえ可能な財産があれば、
　差し押さえの対象となります。

し
な
い

財産調査
預・貯金
給与
年金
不動産
生命保険
　　　など

～ 税を考える週間 ～

　11月11日㈮から17日㈭まで
は、「税を考える週間」

です。本年度のテーマは「く
らしを支える税」。

　市では、適正・公平な課税
と徴収の実現に向けた、

情報発信や啓発活動などを実
施しています。あなたも、

この機会に、税の役割につい
て考えてみませんか。

項　目 件　数 内　容

預・貯金 318件 預・貯金、定期預金など

給　　与 61件 差し押さえ可能額

生命保険 58件 解約返戻金、一時金など

年　　金 31件 差し押さえ可能額

不 動 産 16件 土地や住宅など

そ の 他 6件

合　計 490件

平成28年度上半期差し押さえ実績
Q
う
っ
か
り
し
て
市
税
の
納
期
限

が
過
ぎ
て
い
た
。
今
持
っ
て
い

る
納
付
書
で
納
め
ら
れ
る
か
？

A
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
、
市
役
所

や
納
付
書
の
裏
面
に
記
載
し
て

あ
る
金
融
機
関
で
納
め
ら
れ
ま

す
。
な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
や
各
行

政
・
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
納
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
督
促
手

数
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

Q
勝
手
に
個
人
の
口
座
を
調
べ
ら

れ
、
預
金
を
差
し
押
さ
え
ら
れ

た
。
個
人
の
財
産
の
調
査
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で
は
？

A
税
金
を
滞
納
す
る
と
国
税
徴
収

法
に
基
づ
き
、
そ
の
人
が
持
つ

す
べ
て
の
財
産
に
対
す
る
調
査

権
限
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
権

限
に
よ
っ
て
、
調
査
を
受
け
る

勤
務
先
の
事
業
所
や
金
融
機
関

な
ど
は
調
査
に
協
力
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、

個
人
情
報
保
護
法
に
は
抵
触
し

ま
せ
ん
。

税
の
滞
納 

Q 

＆ 

A

財源の確保と、納期限内に正しく納めていただいている人との公平性を確保するため、11月と12月を「滞
納整理強化月間」とし、県と県内全市町が協力・連携する中で、差し押さえなどの滞納処分の強化に取り
組みます。	 問納税課　☎643·3122

あ
な
た
の
税
金
は

社
会
を
支
え
る
た
め
の
会
費

口
座
振
替
・
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

滞
納
処
分
の
対
象
と
な
る
財
産
の
一
例

債
　
権
…
預
・
貯
金
、
給
与
、
年
金
、

生
命
保
険
、
売
掛
金
、
国

税
還
付
金
、
賃
料
な
ど

動
　
産
…
絵
画
、
自
動
車
、
貴
金
属

な
ど

不
動
産
…
土
地
、
建
物
な
ど

※
滞
納
し
て
い
る
期
間
や
滞
納
額
の

多
少
に
関
わ
ら
ず
、
調
査
し
て
財

産
が
あ
れ
ば
、
滞
納
処
分
が
行
わ

れ
ま
す
。
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ル
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催　し
募　集

▶とき／11月26日㈯午前10時〜午
後２時　▶ところ／藤枝駅前商店街　
▶内容／餅まき、抽選会、楽器演奏、
市立総合病院医師による出前講座「覚
えておきたい眼の病気」など
※直接会場へ
問藤枝駅前商店街	 ☎641･0707

▶対象／小学生以上　▶とき／11月
20日㈰午後２時〜４時　▶ところ／
市民会館　▶曲目／ドヴォルザーク
「交響曲第８番」、シベリウス「フィ
ンランディア」、Ｒ・シュトラウス
「13管楽器のためのセレナーデ」な
ど　▶定員／701人（申込順）　▶入
場料／千円（高校生以下500円）
※チケットは、市民会館などで販売し
ています。
問鈴木宅	 ☎644･2124

▶とき／11月23日㈷午前10時〜正
午　▶ところ／文化センター　▶定
員／50人（先着順）　▶参加料／無料　
▶持ち物／筆記用具　※直接会場へ
問志太エコクリエイト（新

しん

出
で

宅）
	 ☎643･7205

▶とき／11月26日㈯午前10時30
分〜午後４時　▶ところ／ペガサート
（静岡市葵区）　▶内容／不動産・建築・
耐震・税金・登記・年金・経営に関す
る相談など　※直接会場へ
問静岡県土地家屋調査士会
	 ☎282･0600

高校生が「いま	わたしにできること	
わたしだからできること」をテーマに
スピーチします。
▶とき／11月27日㈰午後１時〜４時
30分　▶ところ／静岡福祉大学（焼
津市）　▶入場料／無料　▶定員／
100人（先着順）　※直接会場へ
問静岡福祉大学	 ☎623･7000

▶とき／11月19日㈯・20日㈰午前
10時〜午後８時　▶ところ／下伝馬
会館広場（本町三）　▶内容／神符・
縁起物の販売、福引大会、浅羽由紀さ
んのコンサートなど　※直接会場へ
問下伝馬商店街（小林宅）
	 ☎641･1074

▶とき／11月27日㈰午前11時〜午
後３時　▶ところ／大洲公民館　▶定
員／80人（申込順）　▶申し込み／
11月10日㈭〜18日㈮の平日午前９
時30分〜午後４時に、電話で（公社）
静岡県鍼

しん

灸
きゅう

マッサージ師会藤枝（ケア
センター太明堂内）へ
	 ☎647･1105

県内の水産研究の最新情報を分かりや
すく紹介します。
▶とき／11月25日㈮午後１時〜４時　
▶ところ／焼津公民館（焼津市）　▶定
員／100人（申込順）　▶入場料／無
料　▶申し込み／11月22日㈫まで
に、ファクスまたはＥメール・ハガキ
に、住所・氏名・所属または職業を記
入し〒425–0033焼津市小川3690
県水産技術研究所へ
	 ☎627･1818　 627･3084
suigi-kaihatsu@pref.shizuoka.lg.jp

▶とき／12月17日㈯正午〜18日㈰	
午後２時（１泊２日）　▶ところ／焼
津青少年の家（焼津市）　▶内容／門
松作り、餅つきなど　▶定員／17家
族（抽選）　▶参加料／１人3,500円
（３歳以上小学生未満2,600円。３歳
未満950円）　▶申し込み／11月22

▶と き／11月26日㈯午前10時〜
午後３時30分　▶ところ／アイセル
21（静岡市葵区）　▶内容／離婚・養

育費・夫婦親子関係・遺産相続・多重
債務・損害賠償・交通事故などの調停
手続きの相談　※直接会場へ
問静岡地区調停協会
	 ☎090･3953･2310

宮廷で愛された楽器の演奏を生で聴い
てみませんか。
▶とき／11月18日㈮午後６時30分〜	
８時　▶ところ／第一建設モデルハウ	
スHIBIKI（水守二）　▶出演者／品川聖

ひじり

	
さん（ヴィオラ・ダ・ガンバ奏者）　▶定
員／20人（先着順）　▶入場料／３千
円（未就学児800円）　※直接会場へ
問藤枝島田バロック愛好会ムーンソナタ	
（藤本宛）	 ☎080･4525･7779

▶とき／11月26日㈯午後２時〜３
時30分　▶ところ／駅南図書館集会
室　▶講師／武藤達郎さん（版画家）　
▶定員／50人（申込順）　▶参加料／	
無料　▶申し込み／11月22日㈫までに、	
ファクスで静岡脳科学研究会事務局へ
	 ☎668･9730　 636･2211

第40回美術造形デザイン科展
▶とき／11月26日㈯〜29日㈫午前	
９時〜午後６時（26日は午前10時
から、29日は午後４時まで）　▶内
容／美術作品の展示

第38回調理栄養科作品展・第１回クックラボ作品展
▶とき／11月26日㈯午前10時〜
午後６時、27日㈰午前９時〜午後
４時　▶内容／季節の料理・おもて
なしメニューなどの展示
▶ところ／文化センター　▶入場料／
無料　※直接会場へ
問藤枝順心高校	 ☎635･1311

駅北フェスタ〜ふれあいフェスタ〜

ふじの花交響楽団第３回定期演奏会

ミニ講座「自分史と終活の進め方」

くらしの無料合同相談会

第10回高校生福祉スピーチコンテスト

下伝馬大黒天祭

無料調停相談

ヴィオラ・ダ・ガンバの夕べ

▶とき／12月10日㈯・11日㈰　午
前９時〜午後０時15分　▶内容／入
試解説、校内見学、質問コーナーなど　
▶申し込み／各開催日の前日までに、
中学校に配布したハガキまたはホーム
ページの申し込みフォームから島田樟
誠高校へ	 ☎0547･37･3116
	 http://www.shosei.ed.jp

日㈫午後５時までに、電話で焼津青少
年の家へ	 ☎624･4675

島田樟誠高校 冬のオープンスクール

講演「脳科学に基づく色と形について」

はり・きゅうマッサージ師による無料治療

水産研究発表会「魚を科学する」

にこにこ家族〜手作りで迎えるお正月〜

藤枝順心高校の催し

市民体育館 第３期スポーツ教室受講生募集

サンライフ藤枝「カルチャースクール」  12月～３月期受講生募集

問市民体育館　☎641･1112　 http://www.fujiedataikyo.com/

【注意事項】
•携帯メールでの申し込みはできません。
•申し込み多数の場合は抽選となります。
•人数が少ない場合は開講しない場合があります。
•申し込み後の受講料の返還や受講生の変更はできません。
•子ども連れでの受講はできません。

対象／市内に住んでいるか、通勤している人
申し込み／11月16日㈬（必着）までに、ハガキまたはファ
クス・Ｅメールに教室名・住所・氏名（フリガナ）・年
齢・性別・電話番号を記入し、〒426‒0033市内小石川町
4‒1‒11サンライフ藤枝へ

　 644･7931　 info@sunlife-fujieda.com

問サンライフ藤枝　☎644･3012

期間／１月～３月（全10回。◎印は全20回、●印は全12回、
〇印は全５回)
受講料／3,000円～ 7,000円
申し込み／12月１日㈭の各受け付け時間に、受講料を持っ
て、直接、市民体育館へ
※定員になり次第、受け付けを終了します。定員に満たな
い教室は、12月９日㈮午後５時まで受け付けます。

※一部の教室を除き、現在開催している教室を見学できま
す。詳しくは、お問い合わせください。
※開講後の受講料の返金、教室の変更はできません。
※★印は、新しく始まる教室です。
※受講料・定員など詳しくは、市体育協会ホームページを
ご覧になるか、お問い合わせください。

身体を動かそう！フィットネス系講座
教室名 曜日 回 時間 定員 受講料

初めてエクササイズ 火 11 10：00～11：30 40 6,500円
やさしい気功教室 火 11 13：00～14：30 30 6,500円
気がるに太極拳 火 11 19：00～20：30 30 6,500円
交流を楽しむ卓球教室
（ラージボール） 水 12 9：00～10：30 25 7,500円

ハワイアン・フラダンス教室 水 10 10：00～11：30 25 8,000円
DISCO WORLD　 木 12 19：30～20：30 30 7,000円
ボディメイキング 金 12 10：00～11：30 40 7,000円
ＺＵＭＢＡ（ズンバ） 金 12 15：15～16：15 40 7,000円

楽しく学ぼう！文化系講座
教室名 曜日 回 時間 定員 受講料

楽しい英会話教室（初上級） 火 10 10：45～11：45 20 6,500円
パソコン自主学習（パソコン持参） 火 8 13：30～15：30 10 13,000円
楽しく学ぶ韓国語(初級２） 水 12 19：30～20：50 20 10,500円
マッサージセラピー 土 4 10：00～11：30 20 4,500円
実用ペン習字(初級） 木 8 9：30～11：30 20 5,500円
楽しい着付教室（２） 木 8 14：00～16：00 20 5,500円
楽しい囲碁・初段を目指して 金 10 13：30～15：30 20 5,500円
プリザーブドフラワー 金 4 9：30～11：30 20 5,000円
季節を楽しむ茶道教室(裏千家） 金 10 13：30～16：30 15 7,500円
バルーンアート 土 4 9：30～11：45 20 4,500円

受付時間：午前９時30分～11時30分
教室名 対象 曜日 時間

HIP HOP KIDS（入門） 小学生 月 16:30～17:30
HIP HOP KIDS（初級） 小学生 月 17:45～18:45
親子遊びＡ ２歳・３歳児と

保護者１人
月

10:50～11:50
親子遊びＢ 火
幼児スポーツＡ 年少児 月

15:00～16:00幼児スポーツＢ 年長児 火
幼児スポーツＣ 年中児 木
幼児スポーツＤ 年中児 月 16:15～17:15
ジュニアスポーツＡ 小学生 火 16:45～17:45
ジュニアスポーツＢ 小学生（運動の苦手な子） 木 16:45～17:45
キッズサッカー 年中・年長児 水 15:30～16:30
〇リラックスリンパを学ぼう
　（男性は２人１組で） 一般男女 金 9:30～11:30

〇絵手紙
一般男女

月 9:30～11:30
〇ハーブの香り・ハーブの恵み 月 9:30～11:30
卓球Ａ（中級者）

一般男女
月 10:00～11:30

卓球Ｂ（初心・初級者） 水 10:00～11:30

受付時間：午後６時30分～７時30分
教室名 対象 曜日 時間 教室名 対象 曜日 時間

ソフトテニス
一般男女

月 19:30～20:50 ダンススポーツ入門・初級
一般男女 水

18:45～19:45
卓球（夜） 火 19:15～20:45 ダンススポーツ中級 19:50～20:50
生涯スポーツ（バドミントン） 水 19:30～20:50 ●バレーボール教室 小学校３年生～中学生 木 19:00～20:30
★ビューティーピラティス 一般男女 金 19:30～20:30 ◎柔道（初心者） 小学生以上 木･土 18:30～20:30
◎少林寺拳法A（初心者）小・中学生 火･木 18:30～19:30 ◎空手道（初心者） 小学生以上 火･土 19：00～20：30
◎剣道（初心者） 小・中学生 月･木 18：00～19：00

受付時間：午後１時30分～３時30分
教室名 対象 曜日 時間

女性体操Ａ
一般女性

月
9:30～10:30女性体操Ｂ 火

女性体操Ｃ 木
リフレッシュ体操 50歳以上の男女 月

13:30～14:30
さわやか体操 60歳以上の男女 木
やさしいピラティス

一般女性 月
9:30～10:30

エンジョイエアロ 10:45～11:45
太極拳 一般男女 火 10:00～11:30
ヨガ（男性は２人１組で）一般男女 木 10:00～11:30
アンチエイジングヨガ 一般男女 金 13:30～15:00
フラダンスＡ（入門）

一般男女 木
13:15～14:15

フラダンスＢ 14:30～15:30
ダンススポーツ入門・初級

一般男女 金
13:15～14:15

ダンススポーツ中級 14:30～15:30
ZUMBA（ズンバ） 一般男女 火 13:30～14:30
DISCO  WORLD（ディスコ ワールド） 一般男女 火 10:00～11:00
バウンドテニス 一般男女 水 13:30～15:00

▶とき／11月22日㈫午前10時30
分〜午後１時　▶ところ／喜多町商店
街事務所　▶内容／食品の販売、掘り
出し市、こばと幼稚園児によるぬり絵
展示　※直接会場へ
問喜多町商店街（山本宅）
	 ☎641･1479

喜多町タマちゃん招き猫まつり
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ジョギング/ペア
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スタート

紅葉の名所「滝ノ谷不動峡」が、一面
真っ赤に染まります。渓谷をのんびり
散策しながら、藤枝の秋の魅力をたっ
ぷりとお楽しみください。
 問市観光案内所　☎647･1144

市観光協会　　☎645･2500

とき／11月27日日
　　　午前９時～午後３時（小雨決行）

ところ／滝ノ谷不動峡
内容／不動峡銘茶・地場産農作物などの販売、つきた 
て餅・甘酒の無料サービス、餅まき、太鼓演奏　など

滝ノ谷不動峡

もみじまつり

スタート＆ゴール／藤の瀬会館前広場

とき／平成29年

３月12日雨天決行

早春の訪れを感じながら、変化に富んだ山あいの森
林浴マラソンをお楽しみください。コースは、ハー
フ・10㎞・５㎞・３㎞ジョギングのほか、親子など
で参加できる３㎞ペアもあります。
問ふじえだマラソン実行委員会（スポーツ振興課内）

☎643･3126

当日の午前９時から午後４時20分まで、不動峡入口から
会場までの道路は、片側交互通行となります。会場周辺
は駐車場が大変少ないので、無料シャトルバスか、路線
バスをご利用ください。
【無料シャトルバス】
〈JR藤枝駅南口発・滝ノ谷不動峡行き〉
午前９時～午後０時30分の毎時00分・15分・30分
〈滝ノ谷不動峡発・JR藤枝駅南口行き〉
午後０時45分～４時15分の毎時00分・15分・45分

【有料・路線バス】※高校生以下と障害者は運賃半額
〈JR藤枝駅北口発・中山バス停行き〉（運賃／400円）
午前８時32分・10時12分・11時42分・午後１時12分
〈中山バス停発・JR藤枝駅北口行き〉（運賃／400円）
午後０時27分・１時57分・３時42分・５時42分

交通のご案内

定員／2,500人（申込順）
参加料／
一般……………………………………………… 4,000円
高校生…………………………………………… 3,000円
中学生…………………………………………… 2,000円
小学生…………………………………………… 1,500円
３㎞ジョギング………………………………… 1,500円
３㎞ペア（一組） ……………………………… 3,000円

申し込み／
①平成29年１月６日㈮までに、ランネッ
トのホームページの入力フォームに必
要事項を入力　 https://runnet.jp/
②12月16日㈮までに、スポーツ振興課、各市立公民館・地 
区交流センターなどに備え付けの申込書に必要事項を
記入し、参加料を添えてゆうちょ銀行または郵便局へ
※定員になり次第、締め切ります。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

滝ノ谷不動峡もみじまつり写真コンテスト
サイズ／四つ切り（254㎜×305㎜）、ワイド四つ切り
（254㎜×365㎜）、A ４（210㎜×297㎜）
応募方法／12月10日㈯までに、直接または郵送で

〒426-0034市内駅前1-1-2市観光案内所へ

ゼッケン・チップは
事前に送付します
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